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会語型デｰタ処理一その15-

GEOCAPSの岩石学1鉱物学への応用と展望

吉井守正･佐藤岱生(鉱床部)

MorimasaYos亘IITaiseiSAT0

1.はじめに

これまでにGEOCAPS(地球化学デｰタ解析プログラムシ

ステム)の機能や特徴などというもっぱら基礎的匁面を

中心に述べて来たので今回はその利用技術の一端を紹

介レよう.とくにこのシステムならではという使用

法とその結果の出力例を岩石学および鉱物学の分野

に的を絞って示そう､

2一岩石学への応用

ひと口に岩石と言っても申すまでもなく多種に亘る.

仮りに筆者らの所属する鉱床部に限ったとしても鉱床

成因に係る火成活動を研究対象とするときその範囲は

超塩基性岩から酸性岩に及び深成岩も火山岩も含まれ

る.このほかに堆積岩や変成岩の研究も必要であり

現に行われている.当然それらの研究方法も異校るし

デｰタの処理法もさまざまである､このようた種々雑

多な要望に赤え得る柔軟校プログラムを作るにはそれ

校りの努力と経験を要することはこれまでにも何度か

強調して来た.

例えば火成岩の化学組成をもとにしたCIPWノルム計

算をCr･O･およびNiOを含む超塩基性岩もそれらを

含まない岩石も同一のルｰチンで実行する方法カミ考案

された(吉井,1977)･その副産物としてノノレム計算

プログラムの“出とり"用テストデｰタも作られた

(吉井･平野,ユ977).さらにFe203とFeOからTotal

Fe.0･またはTotalFeOを自動的に算出しこれらをあ

たかも1成分であるかのように取り扱う手法が実現した

のも研究担当者からの要望をプログラムに採り入れた

からである.そして最終的に到達したのが前回に本誌

357号で述べた成分式の計算ルｰチンであった(吉井･佐

藤,1984b).

ではつぎに2,3の具体例について述べる.

a)補助線付きX-Y相関図など

火山岩の化学分析値をKUN0(1965)によるSiOr

Na･O+K･0系の相関図あるいはMIYAsHIR0(1974)

によるTotalFeO/MgO-SiO｡系相関図に投影して比

較する方法は今日でもしばしば行われる.これらの図

にはそれぞれ曲線(または直線)が付いている.

曲線付きの相関図を作ること自体はプログラミング

として問題が校いけれども用途の限定された図を特製

する点についてはGEOCAPSの汎用性と簡便性の理念

に照らして消極的にならざるを得なかった.しかし

関係者の強い要望もありつぎの方法で長年の懸案を解

第1図

Na20+K.O-Si0里図

1:恐山(富樫,1977)2:浅間(0KAM0･

TO,1979)3:済州島(LEEeta1･,1982)の

火山岩類｡

KUN0(1965)によるアルカリ玄武岩系列と

高アルミナ玄武岩系列との境界(上側の線)と

高アルミナ玄武岩系列とソレアイト系列との境

界(下側の線)が描き加えられている.
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決した.その例を第1～3図に示す.

すたわちX-Y相関図では従来のように点としてプ

ロットする機能に加えて各座標値間を折れ線で結ぶこ

ともできるようにした､目下のところは使用者が任

意の行程でLine=1を手動で入力することでこの機能

が使えることにしてある(元への復帰はLine=O).

図に描くべき線の座標値はデｰタの形で用意しておけ

ぱよい･このようにすれば図の大きさやX,Y各軸の

数値範囲および目盛間隔をどのように変化させても必

ず所定の位置に補助線を引くことができる.曲線部分

は直線で近似させてあるカミデｰタの数をふやせぱさ

らによい曲線への近似もできよう.

この境界線用のデｰタは著者の1人(佐藤)の考案

によるものでGEOCAPSに限らずすべてのプログラム

での図形表現に利用できるのが特徴である.これを第

1表に示す.デｰタにはARAMAKIeta1.(1972)によ

る日本産花筒岩類のD.I.値別平均値とTAKAHAsHIet

a1｡(1980)による花開岩類のSタイプとIタイプの境界

値も組み込まれている･その内容を試料の通し番号別

に記そう.

TAKAHAsHIetal.による花開岩類のSタイ

プとIタイプとの境界(第3図)のそれぞれ座

標値.

ここでARAMAKIetal.以外のデｰタではその合

計値カミ100%となるように線引きには無関係在成分であ

るP･05の値で調整してある･これによってプロッ

トするデｰタの合計値を100%に再計算しても境界線

の座標値は影響されない.

b)ヘキサダイアゲラム

ヘキサダイアグラムはもともと水質分析用だが6

成分系のモル比を各試料について比較できるので岩石

化学的な表現法として利用価値がありそうだ.その例

を第4図に示す.デｰタはSiO｡の増加順にソｰトして

あるのでSiO｡の増加に伴いまた岩系の違いによって

パタｰンの変化する様子がわかる｡第4図では陽イ
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ARAMAKIetal｡による日本産花商岩類の

D.I.値別平均値.

KUN0によるアルカリ玄武岩系列と高アルミ

ナ玄武岩系列との境界(第1図の上側の線)'

およびMIYAsHIR0によるソレアイト系列と

カルクアノレカリ岩系列との境界(第2図)の

それぞれ座標値.

KUN0による高アルミナ玄武岩系列とソレア

イト系列との境界(第1図の下側の線)および
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第3図IタイプとSタイプ花商岩の境界線を

入れたACF図.

デｰタはオｰストラリアKosciusko

バソリス(HINEeta1.,1978).
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第2図

丁.Fe0/Mgo-sio星図

デｰタは第1図と同じ.

MIYAs亘IR0(1974)によるソレアイト系列

と高アルミナ玄武岩系列との境界線を加えた.

�

直線より上方がソレアイト系列の領域.
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第1表

各種境界線用デｰタ

D早tafo]=Boundary-Lines
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通し番号1～11はARA･

MAKIeta1.(1972)による花

開岩類のD,I.値別平均組成

値(第3サブコｰドで識別).

12～21はKUNO(1965)の

図の上側の線およびMIYA･

SHIR0(1974)による境界線

座標値.22～28はKUNO

の下側の線とTAKA肌sHI

eta1.(1980)によるSタイ

プ/Iタイプ花開岩のACF

図中の境界線の座標値に共用

できる.後者はつねにモル

数で処理.12以降のデｰタ

は合計値が100%となるよう

に図表現に無関係な成分で

あるP.05の値で調整してあ

る.
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第4図

ヘキサダイアグラムの岩石化学への応

用例

デｰタはSiO｡の増加順に配列され

ており処理はモル数で行われている.

この図では右辺に苦鉄質成分がまとめ

られているのでSi02が増すに伴い

右辺の成分に乏しくなるのがわかる.

ちなみに通し番号6がはんれい岩以

下13～22が玄武岩23～24カミ安山岩30

カミ花開岩33～34が流紋岩である.

募同じ玄武岩でもアルカリ岩系のもの

(13,20)とカルクアルカリ岩系(21,

22)とをパタｰンで区別できる｡
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計算結果を代入_

する項目名■

成分式

@■独に出枇}:

(別名表･1…〕

第5図成分式指定の書式

ここで@はコｰド別印刷プログラムでだけ有効.

られ表か見易くなる･

この記号を付けると

自動的に前項との間に1行分の空白行が作

オン比が直読できるよう成分に必要な係数カミ掛けてある.

ヘキサダイアグラムでの検討は計算機の演算および

･作図機能と人間のバタｰン認識カとの協同作業という

趣が強い.

3.鉱物学への応用

鉱物は岩石の構成要素であるからデｰタ処理および

出力に関して基本的には上に述べた事柄と共通点が多

い.しかしGEOCAPSの機能を活用すると鉱物の

化学分析値から化学式(実験式)を多量に算出することカミ

できるし結晶内のイオン比や置換関係も調べられる.

これらについてバラ輝石(｡b.d.nite)の化学分析デｰ

タ(DEEReta1.,1963;M0M0I,1964;Yos亘II,1978;吉村,

1967)を例にして述べてみよう.

出力用では15本)までの成分式が指定できる.計算結果

をデｰタ処理に用いたい項目へ代入することもできる.

また計算式そのものは数表に書かずその内容を別名

で表示できる(吉井･佐藤,ユ984a).成分式を指定する

場合の書式を第5図に示す.

では実験式算出に必要な成分式を順に記す･計算

の中間結果は処理に関係しない“Tota1"の項へ代入しよ

う.

第1式(行程ウ):Tota1=2Si02+3A1203+3Fe203+

䙥������伻吮�楯�

Tota1に代入された値は次の式からは変数に使えるので

第2式(行程工):Tota1:15/Tota1;15/Tot.

第3式(行程イ,オ):SiO･*TOta1;Si

第4式(同):2Al･O･*Total;A1

a)成分同士の計算プログラムによる実験式の算出

鉱物の化学式は当然化学分析値をモノレ数に換算して

求める･バラ輝石の理想式はCaMn･Si･O1･であって

主成分のMnをFeとMgカミまたCaを主にMnが置換

している(PEAcORandNIIz眺I,1963).したがって一

般には(Ca,Mn)(Mn,Fe,Mg)･Si･O･5と書くことができ

る｡では酸素数を15とした場合の実験式を各試料ごと

に算出してみよう.

従来から行われて来た筆算による計算手順は

ア

イ

ウ

エ

オ

化学分析値をモル数に換算する･

各成分の陽イオン数を求める.

各成分の陰イオン数を合計する.

酸素数をこの合計値で割った比率を算出する･

イで求めた陽イオン数にこの比率を掛けたも

のカミ実験式での各陽イオン数となる.

この計算をGEOCAPSでは“成分同士の計算"プロ

グラムで実行すると簡単にできる.プログラムの冒頭

でモル数による処理を選択すればアの作業は自動的

に行われイはオと同時に行われるので実際にはウの

行程から始まる･プログラムでは11本(タイプライタ

1984年12月号

第9式(同):Ca0*TOta1;Ca

以上の手順で求められた実験式の例を第2表に掲げる.

ちなみに表の末尾にある試料(N｡.07-706R)について

実験式を求めると

(Cao.島7,Mno.63)(Mn3.55,Mgo.45,Fe+20.02)

｣｣､)'一一一一ノ

エ.O04.02

�椴�漬����攫㌰����

��

となる.

化学分析値と陽イオン数とをひとつの数表にまとめる

には“コｰド別印刷"プログラムを使うとよい.こ

のプログラムでは分析値のあとに上に述べた表の場

合と同じ数の成分式を追加できる･その例を第3表に

示す.

ただしこの場合は化学分析値そのものも表示する都

合で処理は重量百分率を選択して行う.その一方で

イオン数の計算も必要だから前よりも成分式は複雑化

する.さらにTota1の項も表示させるので代入先には�
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第2表
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バラ輝石の陽イオン比
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の計算は行われているげれども

これらの項目は表として印刷する際に
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使えない.このようなときのために代入専用の項目

をあらかじめ用意しておくことをお勧めする･今回は

それをXとしよう.

目下のところGEOCAPSの計算ルｰチンでは係数

も含めて1本の式に10項までしか書けないのでこの場

合上記ウの行程も2本の式に分けねばならない.

なお算式の項数は単に配列変数の規模で規制されているに

過ぎない(吉井･佐藤,1984b).したがってつぎの例は

限られた項数の中でのやりくりの方法を示したもので計算機

のメモリｰ容量と折り合う隈ゆ項数の増加は容易である･

第1式(行程ウ):x=sio･/30.04+Al･o･/33.99+

䙥�猯��㌫䙥�����漯����

第2式(回つづきおよび行程エ):x=15/(x+Mgo/40.3

�慯廴����呉�

第3式(行程イ,オ):sio･*x/60.08;si

第4式(同):A1･o･*x/50.98;Al

第9式(同

名式での数値は

のである.

��漪�����

それぞれ分子量を酸素数で割ったも

数表を印刷するプログラムでは小数点以下の表示けた

数を9以上に指定するとその項目を数表から省略でき

る｡したカミって第1式と第2式のような舞台裏の算式

は数表には出さずに済む(第3表).

b)陽イオン置換関係の図示

バラ輝石中のCaを主としてMnが置き換えている様

子を積層型X-Y相関図に示す.x軸側の成分式を

と書く.

�慯寸�漫䙥漫��

狂晋ならばバラ輝石の化学式は

�愬����攬��卩��

と表わされるので

は

つまり

Caの位置をCaカミ完全に占める場合

��渫䙥�朽��

�愽��攫�

の関係カミ成り立つと考えてよいからである.

y軸側の成分式にはMn/caRe/caMg/caを与え

て比べた.第6図からもわかるとおりMn/caの図

1984年12月号
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���

���

�栄����

��伉��

��筆柚巽�噌α\��

伉��

3�Fe■Ca����

�O��恭��

��*��景�

����

�伉�

��08ooo栄｡栄80恭概｡�恭��

伉��

�����◎

伉漉��

3�Ng■Ca����

��◎���

����

�O㌦����

��潯�漉

O��｡〃8坤㌦�Oo#��

5�(Fe州g)■Ca����

���

��栄���

��O�妖�兼�

��｡｡8･θ○栄･栄φ｡も･ψ零�○羨��

O�����◎

栄

�㈬���

����攫�剡琱�

洪;1o;2

�潤潮楴���㈮㈵�

第6図バラ輝石での陽イオン比関係図

x軸側の計算処理は4ca0/(Mno+Feo

+MgO)の式に従って行われている･

Mn/Caの値との間に明らかな反比例関係

が認められる.ただし図だけからは即断

できない.

図の中で*印は外国産○印は日本産の試

料を示す.

では双曲線上に点カミ配列しほかの図では一定の傾向

が認められ狂い.もちろんMnは主成分でほかの陽

イオンに比べて圧倒的に多いのでこの図だけからは

CaをもっぱらMnが置き換えていると即断することは

できない.しかし化学分析値の統計的荏デｰタから

このような現象を見出したならぱそれを新たな研究へ

の端緒として例えばX線的な手法など(PEAc0Rand

NIIz眺I,1963)で確認するという展開が期待される.�
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㌰

�

㈰

�

〵�〰

��漱⻗�����

Rhodonite工884.2.24.

第7図バラ輝石のCa位置でのCa占有百分率を示す度

数分布図

度数百分率で表現されている･ここで与えた成分式は

400ca0/(Mn0+Feo+Mgo)･ca位置の約半数カミ

主にMnOで置換されているのカミバラ輝石の平均像らしい.

上記のx軸成分を100倍した式すなわち

格段に鮮明でありまた1行当たりの文字数も150字ま

で打てるなど出力されたものがそのまま印刷原稿にで

きる利点カミ大きい.今回の第1～3表はこれらの機

器によるものである.印刷原稿と匁るように表題

(左右中央組)と脚注(左詰め)各60字以内を両者合わ

せて5行まで書けるようにプログラムされている.

�っ慯寸�漫䙥���

をCa位置でのCaの占有率(%)とみ存した度数分布図

を第7図に示す.ちなみに取扱ったバラ輝石125試

料についての平均値は44%標準偏差は16%である.

このようにGEOCAPSは鉱物化学の分野にも十分活

用できそうである.

4一最近追加された機能など

GEOCAPSは必要の都度改訂されており本誌での

紹介が追い付かないのが実情である.細かい点はさて

おきここではこれまでに述べなかった新機能や新型

計算機について触れておこう.

a)RS-232Cによる外部プリンタヘの出力

最近計算機に制御されるタイプライタやプリンタの価

格が下がりデイジｰホイｰル式の機種で10万円台のも

のも現われた.GEOCAPSで用いている計算機(Y且P-

9845Tおよびあとで述べる9836A)からの出力方式は亘P-IB

(Hew1ett-PackardInterfaceBus)またはRS-232C(Re･

c.mmend.dSt.nd｡｡d232Connector)経由である.そ

こで上記の出力機器はRS-232C方式のものを選定し

機種としてブラザｰHR15およびHR35を使用している.

これら外部プリンタは活字の取り替完カ摘草な上に

その印字は計算機専用の感熱式ドットプリンタに比べて

b)ディジタイザによる位置情報の入力

試料採集地点狂どの緯度経度の値をキｰボｰドから

度および分で入力する方法はこれまでに作られていた

がこのたびディジタイザを用いて地形図から直接計

算機へ入力できるようになった.図面上の入力誤作を

考慮すると5万分の1以上の大縮尺地形図からの入力

が実用的である.この機能は“デｰタの入力プログラ

ム"(吉井,1983･)に装備されておりキｰボｰドから

のデｰタ入力と平行して行うかまたはあらかじめデｰタ

だけ先に入力しておきそのあと各試料の採集地点をま

とめてディジタイザから入力する.緯度(1.t.)と経

度(1on.)および縮尺(Sca1e)の項目は成分名ファイル

中に存在する必要があるのでファイル作成のときにあ

らかじめ登録しておく.もしこれらの項目を追加す

る場合は“デｰタの編集プログラム"(吉井,1983b)で

成分の追加をしてから入力操作に移る.

c)デｰタファイルのコピｰ

最近新たにプログラムが1本追加された.それは

すでに作られてあるデｰタファイルの内容から必要な

デｰタをコｰド別に取り出して別のファイルに収容す

るプログラムである.デｰタを収容しようとするファ

イルは新しく作成(CREATE)してもよいし在来の

ファイルの余地にデｰタを追加することもできる.ま

たデｰタは計算機内にあるものの中から移転するほかに

成分名ファイルの内容力洞一である限りにおいて外部

配慮がら次々に入力してファイルヘ転送することもで

きる.これによって

ア.1つのファイノレから複数のファイルヘのデｰタの

“株分け"

イ.複数のファイルに分散していたデｰタの“一本化"

の作業カミそれぞれ手易く行える.これによってデ

ｰタが整理されるので処理能率も向上する.

a)Y亘P-9836Aの登場

鉱床部の新規特別研究(深部鉱物資源のポテンジャリティ

評価に関する研究)が1983年4月から開始されGEOC一

地質ニュｰス364号�
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APSカミデｰタ処理の主軸として活躍することになった.

この研究に用いる最初の備品として新鋭機である

YHP-9836Aが導入された(第8図).

この計算機はRAMによるBASICまたはPASCALが

言語として使える｡メモリｰの規模はBASIC搭載後

に約1･4メガバイトありYHP-9845Tの約7倍ある.

演算速度も約5倍速い.この新機種にもGEOCAPSを

組み込みプログラムの構造や操作方法も極力同じにし

て同一の手引書で9845Tと9836Aが使えるようにし

た.

9836Aの外部配慮は8インチおよび5インチフロッピ

ディスクなのでテｰプカットリッジを使っている9845T

のデｰタは直接9836Aには使用できない.両者の計

算機間でのデｰタの転送は技術的にはできるが当面は

それほど必要ない.だが近い将来SRM(SharedResource

Management)によりハｰドディスク校どの外部記憶を

複数の計算機で共用できるようになろう.その準備と

してもGEOCAPSの操作やデｰタの構造などは計算

機種によらず統一しておく必要がある.

9836Aの出力はHP-IBもRS-232Cも同じコマンド

で実行できるので同一プログラムで内部と外部のプリ

ンタを対等に使い分けできる､他方9845TでのRS-

232Cによる出力はコマンドや手続きカミ異なるためタイ

プライタ出力専用のプログラムテｰプを特製しなければ

ならないので9836Aの登場でシステムは簡素化され

た.さらに工業技術院の研究情報処理システム(RIPS)

と交信してGEOCAPSでさらに多量のデｰタを処理す

る足掛りもできたことになる(古宇田,1984)｡

第8図新鋭機YHP-9836Aを操作しているところ.

RAMによるBASICまたはPASCALカミ言語として使

える.強力なデｰタ通信機能をもつ.将来GEOCAPS

のPASCAL版を作ればソフトおよびデｰタを他の計算

機と簡単に転送し合える道が開ける.

1984年12月号

5.未来に向けて

GEOCAPSとその前身のシステムを利用した研究論文

はすでに多数公表されて来ている(IsHIHARA,et.1"1984;

片田ほか,1982;加藤･佐藤,1983;NANYAR0,J.T.etal.,

1983;佐藤(興)･石原,1983;佐藤1983;佐藤(岱)･石原,

1983;湯浅･玉木,1982など).ではこのような時代へ

の研究者側の対応について少し意見を述べたい.

これまでにも繰り返し主張して来たようにGEOCAPS

はプログラムの知識が乏しい人でもデｰタさえ持って

いれぱそれをもとに複雑な計算処理ができ多種類の

図表か容易に得られる･これが会話型処理の魅力でも

あり威力でもある.したカミって研究者はGEOCAPS

へ入力するデｰタの集積と準備とをじっくり行えばよい.

GEOCAPSを用いての今後の研究を大局的にみると

つぎの2段階があると思う.

1･従来報告されているデｰタを再検討して新た

な角度からの研究を加える.

2.GEOCAPSによるデｰタ処理を念頭に置いたデ

ｰタの収集を行い新しい研究方法の発見も含

む次世代への研究の足掛りを作る.

つまり計算機の演算力と作図カを利用して従来に

も増して精度の高い研究結果カミ出し易くなったと言えよ

う.ということは試料の採取方法や調製および化

学分析などの技術の良し悪しを計算機カミ評価してしまう

時代になったのである､す校わち研究者自身の人手と

責任に属する部分の良否カミすぐ結果に反映するのであ

る･したがって精度の高いデｰタを地道に集積した者

が勝ちと校る.

研究というシステムの流れを眺めるとGEOCAPS全

体が後処理の行程と言える.換言すれば最終行程まで

一貫して一定の水準を保つためには“山の歩き方"も変

らざるを得ないと思う一これまでとは趣を異にしたも

っと定量的校研究方法へ地学分野が改革されてゆくき

っかけをGEOCAPSが与えることを筆者らは願う･

さて鉱床部では古宇田(1983a,1983b)によるデｰ

タ転送技術の成果と9836Aなど新銑機の参入とでGE-

OCAPSもいわゆるVAN(ValueAddedNetwork)す

たわち付加価値通信網のようなシステムに加わる時代を

迎えた(古字田,1984).GEOCAPSは,もともと個人

的利用を目的として設計されたものなので現在持ち合

わせている性能を下回らずさらに広範囲の利用に而立え

るように転進させて行くかは目下筆者らの研究課題で

もある.�
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このようにデｰタ通信によってデｰタベｰスを構築

し利用して行く次世代へ向けて研究者自身もデｰタ

に対する認識を新たにする必要があろう.

例えば各所からさまざまなデｰタカミ容易に入手され

るようになったとすると質や精度の異なるデｰタをご

ちゃまぜにして議論するような安易なコンパイレｰショ

ンが行われる危険も生じる.化学分析技術の進歩を無

視して機械的に同一ファイノレに分析値を収容してしま

えば精度の悪い方へ全体が引きずられてせっかくの

最新情報まで台無しになってしまうだろう.また現

在のGEOCAPSでは数値の単位に関する辞書ファイル

かないので同じ化学分析値でもそれが%なのかppm

なのか校どの区別は研究者本人以外は必ずしも確実に

知り得ない.だから例えば地質時代の泥岩中のNiの

量を現世のマンガンノジュｰル中のNi量と比較すると

きには一方のデｰタにしかるべき係数を掛けた上でな

ければ比較できないことにもなる.

以上はGEOCAPSを今後改良すべき点というソフト

ウエア技術に関する問題である.これに対してデｰ

タベｰスを各研究者カミどのように利用し合って行くかは

また別の大問題である.例えば仮りに他人が粒々辛

苦して集積した試料や標本を当人に無断で利用しあ

たかも自分の成果であるかのように発表しそのことが

判明したらその研究者は世のひんしゅくを買うのは

勿論ひいては研究者としての生命を断たれても致し方

あるまい.試料や標本ならまだ実体があるのでこ

のようなことカミ行われたかどうか調べる手段もあろうか

それらから引き出された情報がデｰタという無形のも

のとしてそのよう在者の手近にあるとき問題はかな

り微妙になる.

“研究"という美名に隠れて他人のふんどしで相撲

を取るようなことがデｰタベｰスを舞台に流行するよ

うな事態にたれぱついにはデｰタベｰスそのものを枯

死させてしまうであろう.以上は研究上のモラルの問

題であるがとかくないカミしろにされ勝ちの地道にデｰ

タを集積する水面下の研究をこれからどのように盛り

立てて行くか考えてみなけれぱなら狂い.

計算機とソフトウエアカミ長足の進歩を続けている今の

時代こそ研究者の真の資質を問われるときであろう･

これらの事柄も含めたコンピュｰタの広義の利用技術に

ついて十分祖論議が急がれる時期が到来していると思

う.

ともあれコンピュｰタが一般研究者の手近な存在に

なるとともに未知の新時代への様々な形での対赤をせ

まられる思いがする.

6.あとがき

会話型デｰタ処理シリｰズが始まって足掛け5年電

卓シリｰズの第1回から数えて7年に亘る長い連載とな

った.刷り上りべ一ジ数の都合や特集号との兼ね合い

もあって本誌上では飛び飛びとなりあたかも特急列

車に抜かれながら走る長距離普通列車の趣カミあった.

分進秒歩と言われるコンピュｰタの進歩とは裏腹だった.

地学関係の多岐に亘る研究担当者からの要望に極力応

えてGEOCAPSを熟成させだれにでも使い易いシス

テムにできたことと多数の方々カミこれを利用しまた

注目しておられる点について筆者らは心からうれしく

思う.

ところでこのような様々な用途に対応できてしか

も気易く使えるプログラムにする筆者らの理念が実は

意外なことに日本文化の伝統的部分であることを知った･

インダストリアルデザイナｰの栄久庵憲司氏(GKインダ

ストリアルデザイン研究所)によると日本人は“欲ばり"

で多様なものを巧みに統一しそれを大衆化して来た

のだという*.同氏はその実例を多数挙げておられた

がその中にわが国の高い技術水準を駆使して作られる

“バカチョンカメラ"が含まれていた.GEOCAPSは

まさにそれを目指したものでありその使い易さが研究

者に心のゆとりを与え試行錯誤的実験の推進に貢献し

たと思う.GEOCAPSはまだまだ未完の部分があり

同氏の言う華道精神を純粋化し大衆化した“一輪差し"

の域にまでは達していない.しかし多彩なおかずを

コンパクトに詰め合わせた“幕の内弁当"的水準にはあ

るだろう.ともあれ一見次世代を伺う会話型システ

ムが周本文化の底流と深く保っていたというのは興味深

レ､1

謝辞:ちょうど10年前当時はまだパソコン匁どとい

う用語すらなかった時代に初代の会話型機(YHト9820

A)の導入に当たり厳しい所内情勢にもかかわらず

部員の意を汲んで尽力された当時の鉱床部長大町北一郎

氏(現山形大学教授)本格的な利用者錦王号として多量匁

デｰタ処理のテｰマを下さりこれでコｰドによるデｰ

タの分類や数値なしの“値"の考案のきっかけを作っ

て下さった当時の地質部片田正人技官(現岩手大学教授)に

*NHK第2放送｢文化講演会｣の番組で昨1983年!0月2目21時(同9目1!時再)放送

させていただいた.

r日本のかたち多様と統一｣から引用
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それぞれ深謝の意を表したい.

水質分析用プログラムの開発に当たっては技術部の

後藤隼次技官にCIPWノルム計算ルｰチンとそのテス

トデｰタに関して鉱床部の平野英雄技官にデｰタ通信

を主とするソフトウエア全般について同じく古宇田亮一

技官にそれぞれ様々な形でお世話になった.

もちろんそのほかの利用者諸氏からも実際の使用を通

じて多大枚ご忠言を賜わりシステムの改善がされて来

たことは申すまでもない｡これらの方々にも謝意を表

する.枝お今回の境界線付き図のデモンストレｰショ

ン用デｰタの選定に当たっては当部氏家治技官のお知

恵を拝借した.

関係の皆様方どうもありがとうございました.(完)
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